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月の地

質学

④

14.月面クレｰタｰ成因論の問題点と基本的立場

月面の地質学的問題のなかで古くから最も人々の関

心をひいてきた問題はなんといっでもクレｰタｰの成

因の問題であろう.

ガリレオ･ガリレイによって本格的に月の観測が開

始されていらい月面に無数に存在するクレｰタｰは

人々の驚異のまととなりその成因をめぐっていくた

の議論がたたかわされてきた.その議論の経緯はた

とえば関口直甫氏のまとめられたものなどに興味深く

述べられてあるのでく.わしくはそれをごらんいただく

としてここでは必要なことがらだけを簡潔に述べて

おくことにしよう.よく知られているように月面の

クレｰタｰの成因については主として隈石落下(ない

しは衝突)説と火山説が長いあいだしのぎをけずって

論争をくりかえしてきた.またこの2つの説の亜流

といえる説やかなり珍奇な説などもいろいろあって

クレｰタｰの成因論は千差万別というか百家争鳴とい

うかとにかく花ざかりの観をていしてきたといってよ

い.

ところでいままであらわれてきた成因論を冷静にみ

?めてみるとどうも本当に科学的に納得のいく説とい

小森長生

うものはひじょうに少ないように思われる.なかに

はとうてい科学の名からはほど遠いような無責任な

説まである.実をいうとクレｰタｰの成因論ほど

いろいろな人が勝手なことをいってきたものも少ないの

ではないかとさえ思えるのである.

これは一つには月がアマチュア天文家にとっていち

ばん身近で観測しやすい対象であるためクレｰタｰ

の成因についてだれもが関心をいだきそれについての

議論に入りやすい状況にあったことがあげられよう.

さらに専門の天文学者や地質学者は長いあいだもっ

と別の方面に学問的関心が向いておりクレｰタｰの成

因などについてはあまりかえりみなかったことも原

因の1つにあげられると思われる.

しかし月面のクレｰタｰの成因論こそ月の研究に

とってほ欠かすことのできない重要なものでありクレ

ｰタｰの成因カミ月や地球をはじめ惑星の誕生と原始

時代の活動についての重要なかぎをにぎっており太陽

系起源論に大きく貢献することになると思われるのであ

る.したがってクレｰタｰの成因論に対しては専

門の科学者がとりわけ地質学者がより高い見地から

真けんにとりくむ必要があることを痛感するのである.
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さてクレｰタｰの成因論を大きく2分してきた隈

石説と火山説とはどんなものか.またそれらの説に

はどんな問題点があるのかということを少しばかり述

べておくことにしたい.

隅石説(隈石衝突説I㎜pacけheory)とよぱれている

ものは月面のクレｰタｰは蹟石の落下ないしは小惑

星の衝突によってつくられたとする考えである.この

考えは古くはA.WegenerG.KGibertらによっ

てとなえられた.Wegenerなどは一般には大陸漂

移説の元祖として有名であるが月面のクレｰタｰにつ

いての研究もなかなか熱心でセメントの粉末で月面ク

レｰタｰを実験的につくりr月のクレｰタｰの生成に

ついて｣と題した本をあらわしたくらいである.

近年ではR.B.Ba1dwinR.S.DietzH.C.じrey

E.Shoe㎜akerらが熱心に隈石説を主張している.

おもしろいことには古い人たちも近年の人たちも

明石説を熱心に主張してきた人たちのほとんどは地質

学者(ないしはそれに近い地理学者地球化学者)だと

いうことである.彼らは月面のクレｰタｰカ生地球上

の限石孔とよく似ていることをあげまた核実験による

爆裂口と月面クレｰタｰとがよく似ていることなども証

拠にあげて明石説の正しいことを主張しつづけてきた

のであった.

いっぽうこれに対して火山説(Volcanictheory)

のほうも多くの支持者カミある.こちらのほうはどち

らかというと天文学者のほうに支持者が多いということ

はおもしろい事実である.どうも地質学宥も天文学

者もクレｰタｰの成因についての説明を自分の専門

分野とは別の領域に求めてきたということは単なる偶

然ではなくむしろクレｰタｰの成因といった大間題を

自分の専門分野で積極的に扱うことをさけて他の分野

でのできごととしておしつけて事足れりとしてきた安

直な気持がかなりあったからではなかろうかとさえ思わ

れるのである.しかし地質学者のなかでも火山説

を主張する人がなかったわけではなく1944年から1949

年にかけて月の地質学に関する大著をあらわしたアメリ

カの地質学者J.E.Spurrなどは火山説の熱心な主

張者であった.ソビエトのA.V.Khabakovらも同

様である.最近ではアメリカのJ.Greenやソビエ

トの科学者の多くが火山説を主張している.彼らは

月面のクレｰタｰが地球上のカルデラや火山の火口に

よく似ていることを根拠にあげているがさらに月の

熱的歴吏をたどることによって月面にかつて火山活動

があったことを推定することもこの説を側面から支持

する1つの根拠になっている.

この2つの代表的な成因論はそれぞれかなりの支持

者を得てしのぎをけずって争っできたわけであるカミ

ここでよく考えなければならないのはこのような論争

がいったいどれくらい意味のあるものなのだろうか

ということである.

たしかにそれぞれの側の言い分はそれなりにもっと

もでありよくわかるのであるカミどちらの側も一方的

につごうのよいほうの説に固執し1つの原因ですべ

てのクレｰタｰの成因を説明しようという傾向がはなは

だ強いこと亡ある.この傾向はとくに隈石説の主張

者に多くアメリカのDietzとかShoemakerといっ

た人たちはほとんど全部のクレｰタｰが明石の衝突で

できたと頭から信じこんでいるようである.彼らの

論文を読んでいくともうクレｰタｰは隈石でできたと

きめてかかって議論をすすめているようなものが多い.

しかしクレｰタｰの性質をくわしく検討すればする

ほどこれらが簡単に1つの原因で説明しきれるもので

はないということができる.そもそも複雑な自然現

象の産物を一面的にみるという態度ではなくていろい

ろな多面的な可能性を考え追求してゆく態度をもつべ

きではなかろうか.とくに月面のクレｰタｰのぱあ

いにはまったく異なった原因すなわち内因的成因に

よるものと外因的成因によるものが共存している可

能性ポはなはだ強いのである.みかけは同じでも本質

はちカ茎うといったもののよい側カミ月面のクレｰタｰ

ではないかと私は考えている.さらにもう一っ大切

なことは月面地形は何億年という長い年月の月の発

展の歴史の過程でつくられてきたという認識のうえに立

ってクレｰタｰの成因を考えていくことである.月

にも地球と同じような生成と発展の歴史があるはずであ

りその歴史の過程でおこなわれた刀自身の活動の記録

が何らかの形で残っているはずである.月面のクレ

ｰタｰはこのような活動の記録ではないであろうか.

このような発展史的な見方をしていけば現在みられ

る月面の地形がけっして偶然の産物ばかりではないと

いうことに気がつくはずである.いままでの研究者

とくに腹百論者にみられた欠陥はこのような見方がほ

とんど(あるいはまったく)なかったことである.隈

石論者の多くは多くの明石がまったく偶然に月面にぶ

つかって多くのクレｰタｰができたと考えた.そし

てこのような考えが広がっていらい月面クレｰタｰの

成因論はきわめて観念的な色彩がつよくなっていった

ことは否定できないのである.

ところでこのように述べたからといって筆者は隈�
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石説を否定するつもリは少しもないことを強調しておき

たいと思う.地球上にも多くの膿石孔が知られている

ように月にも膜石孔があると考えるほうがごく自然

でありむしろ月のように水や大気のないところでは

相当多くの隈石孔カミ保存されていることはうたがう余

地カミないからである.

要は大事なことは月の地形は月の長い歴史の過程

の産物でありそこには内因的(必然的)成因によるも

のと外因的(偶然的)成因によるものがからみあってい

ることを認識しなけれぱならないということである.*

*この中でも月の進化を決定づける要因は内因的なものが

主因であると筆者は考えている.

そしてこのような認識のうえに立って月面のクレ

ｰタｰを論じていかなけれぱクレｰタｰの成因論争は

いつまでたってもらちがあかないことになるのではない

だろうか･なおこの点に関連していまから20年ち

かく前に発表された太陽系起源論で著名なソビエトの

O.Yu.シュミット(Schumit)の見解ははなはだ示唆

にとんでいる.少々長くなるが引用しておくことにし

よう.

“月のクレｰタｰの起源を有名なアリゾナのいん石孔と同じ

ようにいん石の落下によるものだというウェゲナｰの説はひろ

く知られている.月がじっさいに大気をもたないためこの

ようなクレｰタｰは長いあいだ保たれたにちがいない.一面

ではわれわれの理論はウェゲナｰよりはるかに前進している.

とレ･うのはわれわれの説によれば月も地球とおなじくいん

二石からできたものであるからである､しかしもう一つの面か

らは月のクレｰタｰは全都が全部いん石の落下によるもの

であると我々は考えていない.放射性物質もふくめて地球と

月の成分力洞一であるため月においてもおなじくその内部の

灼熱がおこなわれ溶岩の流出とクレｰタｰの形成をともなう

火山の爆発がおこったにちがいない.

最近地球物理学者や地質学者は月の表面の構造を研究しは

じめた･一方では飛行機から爆弾を投下したあとのすりば

ち型の穴をふくむ地上における大爆発の実験によっていん石

の衝突の結果(ふつう爆発をともなう)カミ前よりも具俸的に

分析することができるようになった.また別の方からは地

表の起伏カミどうして発生したかという点についての地質学の

研究の進歩によって月の表面にもいろいろ年令の異なった

山系裂目および火山活動の痕跡を発見することができるよ

うになった.この研究はア･べ･ノ･パヨフの著書のなかで

とくにくわしくそしてたくみになされている.

このような研究はつぎのような悲しむべき現象がおこらな

ければ科学の発達にとって大きな意義をもつであろう.す

なわち論文の執筆者は月の表面の地形があるいはいん石の

衝突によって発生したものであるとかあるいはr地質学的な

起源による｣ものであるという見方を固守しひとつひとつの

ばあいにでも自分たちのつごうのわるいほかの起源によっ

て地形ができる可能性もあるということをまっこうから否定

してしまうことがたびたびある.しかるに地球上にいん石

孔があるとしたら一これはだれ恋否定できない事実である

一月でもそれがおこらなかったとは考えることができな

いであろう.約すいに地質学的見地にもとづく著者のなかで

はこのような可能性カミｰ般に否定されているがこれは論文

の筆者の論証があきらかに偏見にみちたものであるというう

たがいを読者におこさせている."

く｢地球発生説4講J(1951)から地学団体研究会訳編｢地

球進化論｣(三一書房)84頁による>

以上月面クレｰタｰの成因論についての問題点と

議論をすすめるうえでの基本的立場といったものをのべ

た.そこで次には具体的に月面クレｰタｰのいろい

ろな性質について調べてみることにしよう.

15｡月面クレｰタｰの分類(1)

月面のクレｰタｰには小は直径50cmくらいのもの

から大は直径数100kmにたっする巨大なものまで無

数といってよいくらいたくさんある.またその形態や

構造もけっしてすべて同じというわけではなくいろ

いろな種類がある.従来この多種多様なクレｰタｰ

についてはいろいろな分類カミなされてきた.たとえ

ば従来天文学者やアマチュア天文家たちによってふつ

うに行なわれてきた分類は次のようなものである.

く従来の月面クレｰタｰの分類>(中野繁氏による)

周壁平原(WalledPlain)･…山脈にかこまれた大きな平

原.直径65～240kmていど.独立した海の小さなものと

考えてもよい.クラビウスプトレメウスなど.

環状火口(MountainRin9)…･周壁平原より小さく径

24～113kmぐらいのもの.きわめて古く荒廃したもの.

トリｰルレｰマｰフラムスチｰド南の火口など.

環状平原(RingP1ane)…･環状火口より小さく径32～

97kmていどのもの.外側斜面はゆるやかで内側斜面が段

丘状.中央丘がある.コペルニクスが代表的.

凹孔原(CraterP1ain)…･一般にいわれる凹孔あるいは噴

火口より外斜面がゆるやかで径16～32kmていどのもの.

凹孔(Crater)･…いわゆる噴火口で径8～24k㎜のもの.

まるく外斜は急で向斜面が凹孔原より傾斜がゆるやか.

ユｰクリデスアリスタルクスなど.

小凹孔(Crater1et)…･小火口ともいう.径8km以下.

凹孔の小さいもの.�
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浪孔(Craterpit)…･径18km以下.単なる凹孔で外壁は

ほとんどみられず椀状をしていて椀状孔ともいう.

潜在孔(Obs㎝reRin9)…･かつては凹孔があっただろう

と推定されるもの.海の中などによくみられる.

a.クラビウス型クレｰタｰ

以上のようなぐあいである.

ところでこのような分類を地質学者の目からながめ

てみるとどうも首をかしげたくなるようなものがある

ように思われる.すなわちこの分類がどのくらい

地質学的に意味のあるものなのかということである.

たとえばクレｰタｰの各分類名にしてもそうであるし

またコペルニクスクレｰタｰとアリスタノレクスクレｰ

タｰは地質学的にみれば本質的にはまったく同じ型

(構造)のクレｰタｰなのであるが片方は環状平原と

よばれもう片方はただの凹孔の中へ入れられている.

これはどうも具合のわるいことである.

このような分類はもともと天文学者たちカミ望遠鏡

による観測から経験的につくりあげてきたものであって

地質学的な知識にもとづいてつくられたものではないの

でその当否をここで論じても意味のないことかもしれ

ない.むしろこれからは地質学者たちカミ月のクレｰ

タｰの研究に本格的にとりくんで地質学的にきちんと

した分類を確立する必要がある.

地質学者によるクレｰタｰの分類の一例として最近

(1965)イギリスのG.Fie1derのおこなった分類を次

に紹介しておくことにしよう.

くG.醐e阯鮒の分類>

･ム聰亙鳳賞｡夏鼠細蝸

C鵬室e臓鐵猟C鋤t搬玉置狐i胴鵬e曇

C脇艇獺｡鰍Iso1磁餐&P餓ユ{嚢

C膿重敬塞｡総D㈱漣葛

Cr盆㈱㈱Wrin眺舳駿婁

C聡重雛轟⑪鴬欄懇募w瓢ns

B⑪制｡臓童e鵡

s搬｡雛｡鰍重鮒婁

醐呈三曲劔C鰍鮫豊

C鵬竜鮒別重§

C脇能鰯壬倣搬i廻墨u鵬雛Cha三鯛

C撤破竈董破獄至苅纂Ar磯

C鵬t敬騒⑪鴛ぎ義泌亘重§

c望鮒er豊椛玉山黛薮y§

測脹･c鮒鮒轟

b.コペルニクス型クレｰタｰ

C.アルキメデス型クレｰタｰ

d.ボウル型クレrタｰ

e.えくぼクレｰタｰ

第3図月面のクレｰタｰの冬型の模式断面図

��杯��楮杳

EnipticaIRin9･structures

卩��剩湧�

Ri亙g-structuresformingLinearChains

剩湧��捴��景�楮杁������

剩湧��捴����昱慴�潯�

Ring-structureswithCentra1Em三nences

ConsangiuneousRing･stmctures

����歩湧剩湧������

P1ateauRin9･stmctures

ConcentricRing･structures

EccentricRin9･stmctures

Multi･ringstructures

SPira1Rin9･stmctures

跳独嚢･鮒旺ε触蝸§切出S砥わ棚d滅Li鵬置m琶n芝轟

醐瞭鮒㏄鮒磯聯搬泌1重泌暮

賄紬ruc鮒e岬脇厳竈慧曲aWan竪

M1鮒三護

このフィｰルダｰの分類は前の分類よりはかなり当

を得ていると思われるがどうも細かすぎるきらいカミあ

る自クレｰタｰにはいろいろな種類があることは確か

であ肋婁本質榊こ性質の異なるもの秘これほどたく

さん勅るをは筆者は考えていない･

それならばどのような分類が最も当を得ているので

あろうか珪つぎに繁者の考え(試案)を述べさせてい

た怒くことにしよう､

蝸｡月雨クレｰ偉一の分類(蓑)

月繭のクレｰタｰの分類にとって基本的は重要な役

割りを果たすのは地質学的な緒性質(とくに地質構澄)

である｡地質学的な解釈が正確であってはじめてク�
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レｰダｰの分類が学問的意味をもってくるといっても

けっして過言ではあるまい.それでは地質学的にみ

て月面のクレｰタｰはどのように分類されうるのであろ

うか.筆者は基本的にはまず次の5つに大別する

ことが最も適切と考えている.*

*ヒの5つの分類名は筆者が仮に命名したものであって広

く使われているというものではない.またこの分類はまっ

たくの試案であってこれが最上のものとも最終的なもの

とも少しも思っていないことをとくにおことわりしておく.

すなわち

①クラビウス型クレｰタｰ

②コペルニクス型クレｰタｰ

③アルキメデス型クレｰタｰ

④ボウル(boW亙)型クレｰタｰ

⑤え<ぼクレｰタｰ

である.この他にもこれら5つのものの中間型や変

型がいろいろあるがそれらはたいてい5つのうちの

どれかに含ませることのできるものが多い.

それでは次にこれら冬型のクレｰタｰの特徴や性質

について述べることにしよう.

①クラビウス型クレｰタｰ

月面で海をのぞいた環状地形のなかで最も大きく

有名なものに南極近くのクラビウス(直径235km)カ茎

ある.これは単に直径カミ大きいというだけではなく

周壁がかなリくずれて複雑になっているうえに周壁上

や内部に小さないくつものクレｰタｰがちらばってい

るという特徴がある､このクラビウスと同類のクレｰ

タｰにはあとベイリｰ(直径280kmほんとうはこの

ほうカ茎クラビウスより大きいのであるカミ縁のほうにあ

るのでなじみカミうすい)ロンゴモンタヌス(145km)

ウィルヘルム(100km)マギヌス(175km)アルバテグ

ニウス(130km)ヒッパルクス(155km)などがある.

これらのクレｰタｰに共通していることはまず周壁カミ

くずれあるものは何本もの断層線にたち切られたりし

ていてかなり複雑化しだいぶ原形を失っているとい

うことである.これは明らかに生成年代が相当古い

ことを物語っておりノ･バコフの月の地質年代区分にし

たがうとたいていがヒヅバノレタス代という古い時代

にぞくするクレｰタｰであることがわかる.

またクレｰタｰの底面は平たんでしかもほぼ月面

の曲率にしたカミってふくらんでおり周壁の内側は急斜

面で外側の傾斜は陸地の平面と区別がつかないくらい

ゆるやかである.月のクレｰタｰの古いものにこの

ような共通点カミあることはおおいに注目されるところ

であろう(第3図参照).

さらにこれらのクレｰタｰよりは生成年代は新しい

がよく似た形態を示すものとしてプトレメウスがあ

第4図クラビウスクレｰタｰ(直径230km)

第5図月面中央部の代表的な3つのクレｰタｰ.

上からプトレメウス(直径145k㎜)ア〃フ

ォンズス(110km)アルザヅケル(100k㎜).

型のちがいに注意.�
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げられる.となりにあるアノレフォンズスも小さな中

央丘があることをのぞけば全俸の構造はクラビウス型

に近い.しかもプトレメウスなどでひじょうにいち

じるしい特徴は周壁の形がきれいな正六角形をしてい

るということである.月面のクレｰタｰの多くのもの

が多角形構造をしていることはすでにいろいろの人

によって指摘されているがこのような規則正しい六角

形のクレｰタｰカミ存在することはきわめて注目される.

実はクラビウスももともと南極近くの斜めにみえる位

置にあるためクレｰタｰの形態をつかみにくいがこ

れを真上からみた形に投影しなおしてみると周壁はか

なりととのった六角形をなしていることがわかる.こ

のような六角形のクレｰタｰの成因についてはのちほ

ど考えてみる予定である.

②コペルニクス型クレｰタｰ

コペルニクスやチコのようにレイ(ray輝条)をもっ

たクレｰタｰには共通した特徴がある.それは周壁

の高さがクラビウスやプトレメウスにくらべて直径に

対してやや大きいこと周壁の内側が同心円状の段丘に

よってしだいに低くなっていることほぼ中央にはド

ｰム状の隆起地形(中央丘複数のこともある)がある

ことなどである.このような特徴をもったクレｰタｰ

はだいたいがコペノレニクス代のような比較的新しい地

質時代のものに多いのであるがなかにはアルザッケノレ

のようにより古いプトレメウス代にできたものもある.

アルザヅケノレやエラトステネスのようにより古いクレ

ｰタｰにはレイは伴われていないカミこれは生成年代が

古いためにはじめのうちは存在していたレイが消めつ

してしまったのであろうと考えられている.

この型のクレｰタｰの最も大きな特徴である内壁の

第6図コペルニクスクレｰタｰ(直径90㎞)

階段状の段丘は明らかにクレｰタｰ内部の陥没運動

が何度か段階的におこり階段状に落ちこんでいってで

きたものであろう.このような特徴は中央丘の存在

することとあいまって地球上の陥没カルデラの形成と

ひじょうによく似ているといえる.しかし実はこの

型のクレｰタｰは従来多くの人によって隈石クレｰタ

ｰの典型的なものだとされてきたいわくつきのもので

あっていろいろと問題をはらんでいるので成因につ

いてはのちほどもう一度とりあげることにしたい.

③アルキメデス型クレｰタｰ

雨の海の南東にそびえるアルキメデスはいままでの

第7図チコクレｰタｰ(直径85km)

第8図ラングレヌスクレｰタｰ(直径135㎞).

る.アポロ8号司令船から撮影.

周壁内の段丘地形がよくわか�
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べてきた2つの型のクレｰタｰとは少女ようす秘異な

っている,それはクレｰタｰ内の平担面が漢わりの

海の面とほぼ同じ高窓でいかぽも海とつながっている

ようにみえるからである,このクレｰタｰの模式断面

図を描いてみると第3図のようになるがこのよう

な形は図に点線で示してあるようにすでにできあが

っていたクレｰタｰ(それはクラビウス型でもコペルニ

クス型でもよい)が海にあふれた溶岩で埋められ環

状壁の頂部のみが残されたものとみることカミできる.

アノレキメデスとよく似たものにプラトｰがあるがこ

れも底面の平原が暗黒でなめらかでありやはり溶岩

(塩基性溶岩)カミあふれたものと考えないわけにはいか

ない.クレｰタｰではないカミ雨の海の北にみられる

虹の入江なども大型クレｰタｰが半分以上雨の海の

溶岩に埋もれてしまった残りの部分であると考えること

ができる.また海の中によく見かけるクレｰタｰの

外輪壁の痕跡(いわゆるまぼろし火口9hostcrater)も

これと同類のものであろうと考えられる.これはか

つては高くそびえていたクレｰタｰが海の地域の陣没

でかなり低い位置になりそれが溶岩流でほとんど埋め

られてしまったものなのであろう.

④ボウル(bow1)型クレｰタｰ

月面には以上のような比較的大型のクレｰタｰのほ

かに全面にわたって分布する底のまるい小型のクレ

ｰタｰがかなり存在する.これらのほとんどは周壁

がかなり新鮮であること分布カミランダムであることな

どの特徴をもっている.

このような底のまるいまた周壁のやや持ち上った凹

孔は何かの爆発によって生成されるのがもっともふつ

うである.地球上の例でいえば火山の爆裂火口(マ

ｰル)はこのような形をしているが明石孔にも似たも

のがある.噴石も大きなものが落下の衝撃で爆発すれ

ばまるい凹孔を形成するわけでアリゾナの砂漠にあ

る有名な隈石孔などはその好例である.

こういう爆発によってできた凹孔は形だけをみてい

たのでは内因的なものか外因的なものか成因をさぐ

るのがかなりむつかしいといえる.しかしいくつか

の凹孔が列をなして規則的に並んでいるようなばあいに

は(とくにそれが構造線にそっているような場合に)

明らかに内因的なものと考えることカミできるし分布が

何の規則性もなくランダムなものは隈石孔と考えたほ

うが無理がないといえるであろう.

⑤えくぼクレｰタｰ

さて以上のべてきたいくつかの型のクレｰタｰは

いずれも地球上から望遠鏡で十分に観察できるほどの

大きさのものであった.ところが望遠鏡の分解能を

こえた小型のクレｰタｰでしかもいままでの型のもの

とは少しちがったものが月面探査体の写真で新しく発

見されるようになった.その第一陣はアメリカのレ

第10図面の海北縁にある虹の入{]:とプラトｰクレｰタｰ(直径95k㎜ユ)

第1ユ図雲の湖のまぽろLクレ川タｰ群�
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インジャｰ7～9号の観測であった.レインジャｰ7

～9号は月面衝突寸前までたくさんの写真をとりつづ

けたカミ衝突直前の写真には望遠鏡の分解能をはるか

にこえた微小なクレｰタｰがたくさん写っていた.そ

の最小のものは直径1mくらいのものまでとらえられ

た.これらの小さなクレｰタｰはどれも周壁がはっ

きりもり上っているものは少なくやわらかい砂の面を

指でちょっと押してへこませたようなきわめてソフト

な感じのするクレｰタｰであった.このようなクレｰ

タｰはその後も月のまわりをまわる孫衛星となった

ノレナ･オｰビタｰ1～5号や軟着陸したサｰベイヤｰ

1～7号の写真によっても多数とらえられ月面に(と

くに海の地域に)広く分布することがわかったのである･

このもり上った周壁のないただのおわんの底のよ

うなへこんだ孔はちょうど“えくぼ"のような感じを

あたえる.そこでこの種のクレｰタｰは“えくぼク

レｰタｰ(dimp1ecrater)"とよばれるようになった.

｢あばたもえくぼ｣という言葉がある､お月さまに無

数にあるあぱたの中に本当にえくぼがあったのである.

何ともゆかいなことではないだろうか｡

ところでこのえくぼクレｰタｰの成因であるがこ

れにっいてはいまのところいろいろな議論がなされてい

る段階ではっきりした成因は明らかでない･その形

態の特異性から爆発や衝突でできたものではなさそう

であるということは多くの人が認めているようである.

いちばん多く認められているのは月の地下でガスの濃

集か何かによって空洞ができ地面が落ちこんでできた

落ちこみ孔ではないかということである.第14図は

地球上の石灰岩台地にできたたくさんの落ちこみ孔(ド

リｰネ)の上に雪がつもったところの写真であるが

このようすはえくぼクレｰタｰに非常によく似ている.

以上で月面のクレｰタｰのおもな種類について説明

第12図レインジャｰ7号が撮影した静かの海の中のえくぼクレｰタｰ

した.さきにものべたようにクレｰタｰにはこのよ

うな基本的な分類のもののほかにもいろいろな変種が

ありひとすじなわではいかないところも多い.しか

し基本的な分類はだいたいいままで述べてきたところ

のものでつきるのではないかと思われる.さらに細か

い分類についてはFie1derの分類を参考にしていただけ

ればよいし今後いろいろな試案が発表されることであ

ろう.では次回には月の海の性質とクレｰタｰとの

関係海とクレｰタｰの成因の問題に議論をすすめてい

くことにしたいと思う.(つづく)

(筆者は東京都立武蔵高校教諭)
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